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１．ワークショップの概要 

 本ワークショップは、2019 年 3月 1日（金）から 3月 3日（日）の 3日間、イスタンブ

ールの Akgün Hotelの会議室にて開催した。参加者は約 50名であり、参加者はトルコ在住

のシリア人の高校生、教師、考古学の専門家など幅広い年齢層と職業にわたった。発表は

アラビア語で行われ、英語の発表についてはアラビア語の通訳が行われた。初日と 2日目

の最後にはディスカッションの時間が設けられ、最終日にはワークショップ全体のディス

カッションが行われた。 

 

図 1 プログラムの表紙 







 

 

 



２．発表の概要 

 

「西アジア考古学の重要性」 

常木晃（筑波大学・教授）  

 

古代西アジア地域は、農耕、牧畜、文字システム、

都市文明、冶金、宗教など現代文明の基層となった

多くの事象が誕生した地域であり、人類史のなかで

も特に重要な革新が起きた地域である。シリアの考

古学の重要性について、常木晃教授は農耕の開始、

都市の形成、文字の発明という大きく 3つのトピッ

クに分けて説いた。シリアの遺跡と文化財は人類史

を語る上で不可欠であり、シリアの人々のみならず

全人類にとっても重要である。それは多くの研究者

を魅了し、シリアには 2010 年の時点で 110以上の外

国の調査隊が入っていたことからも明らかである。

日本の発掘隊も 1970 年代からほぼ途切れず調査を

行っていた。現在危機に瀕しているシリアの文化財

に対して、これまで常木教授が中心となった活動は、国際会議やワークショップの開催、

シリアの著名な遺跡を集成した本の出版、遺跡の三次元測量とコンピュータでの三次元復

元、文化財を保護するためのマニュアルづくりなど、大変多岐に渡る。 

 

  

図 2 常木晃 



「先史時代のシリア」 

ヨーセフ・カンジョウ（チュービンゲン大学・博士） 

 

 ヨーセフ・カンジョウ博士は、旧石器時代から銅石

器時代までのシリアの歴史について主要な遺跡や遺物

と共に概説した。シリアでは古くは旧石器時代から、

人々の活動を示す遺跡が数多く発見されており、デデ

リエ洞窟からはネアンデルタール人の居住址と埋葬が

発見された。新石器時代には新石器革命と呼ばれる変

革が起き、それまでの遊動生活から恒久的な集落へ、

そして農耕の開始、家畜化と人々の生活と生業は大き

く変化した。またシリアの遺跡からは世界最古といわ

れる壁画も発見されている。続くハラフ文化期には、

シリアの北東で都市化が始まった。 

 

  

図 3 ヨーセフ・カンジョウ 



「ヘレニズム、ローマ、ビザンツ時代のシリア」 

シャーケル・アル・シビーブ（パンテオン・ソルボンヌ大学・博士） 

 

 シャーケル・アル・シビーブ博士は、重要な遺跡や

遺物を挙げながら、シリアのヘレニズムからビザンツ

時代までを概説した。まずはそれぞれの時代における

重要な出来事を地図で示し、その次は各時代の都市プ

ランについて特徴を挙げながら説明した。当時の特徴

的な建築物として、博士はローマ劇場、神殿や教会な

どの宗教的建造物、埋葬施設、公共浴場、オリーブ油

やブドウの圧搾施設などを挙げた。また特徴的な芸術

作品としては彫像やモザイクを挙げた。 

 

  

図 4 シャーケル・アル・シビーブ 

図 5 会場の様子 



「青銅器、鉄器時代のシリア」 

西山伸一（中部大学・准教授） 

 

シリアにおける青銅器時代と鉄器時代はおよそ 5000

年前から 2500年前にあたる。青銅器時代と鉄器時代の

シリアの特徴として、西山伸一氏は１）メソポタミア、

エジプト、地中海地域からの影響、２）都市生活の崩

壊と復興、３）「民族」集団／領域国家／帝国間の衝突、

そして４）現代文明の基礎を築いた、集団間の交流の

ダイナミクス、の 4 つを指摘し、各時代における主要

な遺跡や遺物を挙げながら当時のシリアについて解説

した。 

 

  

図 6 西山伸一 



「日本における社会と考古学の関係」 

サリ・ジャンモ（筑波大学・大学院生） 

 

 2011 年は日本とシリア両方において忘れ

がたい年となった。日本では東日本大震災

が起き、多くの人命と文化財が失われた。

シリアではアラブの春にはじまる民主化運

動が内戦に発展、現在進行形で多くの文化

財が破壊されている。サリ・ジャンモ氏は

シリアの文化財を破壊しているのはシリア

の国民自身であると指摘した。その主な原

因としてあげられるのは、自分たちの歴史

や文化についての教育の不足であり、人々

の意識を変える方法として日本の事例を踏

まえながら 4つのポイントを挙げた。1つ目

は学校教育、2つ目は博物館の活動、3つ目

は研究機関から社会へのはたらきかけ、そして 4 つ目はボランティア活動である。幼少期

から考古学への関心を高め、教育された世代を育てることは、将来文化財の保護に積極的

に協力する人材を増やすことが期待されるため、特に子どもへの教育が重要であると強調

した。 

 

 

  

図 7 サリ・ジャンモ 



「放射線照射による書物の殺菌」 

サイード・サッバーハ（イスタンブール工科大学・博士） 

 

 西アジア地域には貴重な書物の大きなコレクショ

ンがある。しかしその保存方法については現在も、

完全に殺菌ができない、人体や環境に悪影響である、

など数多くの課題がある。これらの資料に特に悪影

響を及ぼすのは、菌類、バクテリア、虫、インクの

変質であるが、特にカビやバクテリアは分厚い本の

奥深くに潜んでいるため完全な殺菌が困難である。

そこでサイード・サッバーハ博士が強く勧めるのが

放射線の照射による殺菌であった。放射線を用いた

方法には、有害な化学物質を残さない、分厚い書籍

や資料が収納された箱の内部まで深く浸透する、書

物にとって有害なカビや虫、バクテリアを完全に死

滅させることができる、など多くの利点が挙げられ、

理論上では現状最も優れた方法論であると主張した。

しかし、実用にいたるにはまだ実験が必要であり、高度な測定が可能な研究機関との連携

が求められると述べた。 

 これらの新しい方法論の確立も重要ではあるが、適切な環境下で保管する、適した装備

で資料を取り扱う、など正しい知識をもって資料を扱うことが何よりも重要であると教授

は最後に指摘した。 

 

図 8 サイード・サッバーハ 



「シリア人がトルコの社会に適応するための教育の役割」 

アブドゥッラ・シェィク・オグル（Al Huda学校） 

 

 アブドゥッラ・シェィク・オグル氏はトルコに

おける教育システムと、シリア人がトルコの社会

に適応するために教育が果たす役割について述べ

た。シリアの人々が 2012年にトルコへ移住し始め

たとき、シリア人の教師たちは、シリア人のため

の学校を開設する許可をトルコに求めた。のちに

トルコの教育省はシリア人学校の支援を始め、学

校の数は増加した。同時に、いくつかの私立学校

も開設されたが、これらの学校はシリア人の生徒

を教育することよりも、金銭的な利益を優先した

ため、人々はトルコの教育省に事態の改善を要求

した。トルコの教育省はシリアの人々の要求を受

け、問題を解決するために動き、全てのシリア人

学校は閉鎖された。そして同時期に教育省は 2016

年にシリア人の生徒のための「臨時学校」を設立した。さらに、教育省は UNHCR と連携し

シリア人教師のための研修をいくつか設け、教師たちは教え始める前に試験に合格するこ

とが義務付けられた。  

 2018 年になると、教育省は「臨時学校」を廃止し、シリア人の生徒をトルコの学校に編

入させることを決定した。当初は、子どもたちが特にトルコ語で困るのではないかという

心配があったが、その結果は大人たちが想像していたよりも順調であった。生徒たちはト

ルコ語をまたたく間に覚え、トルコ人の生徒と良好な関係を築いた。これはシリア人の生

徒がトルコの社会に適応する手助けとなった一方で、アラビア語とシリアの歴史を学ぶの

が難しくなったという問題が生じることとなった。 

 

 

  

図 9 アブドゥッラ・シェィク・オグル 



「シリアの考古学の発展におけるスカウト活動の役割」 

アナス・アル・ウェル（シリア、スカウト連合） 

 

 アナス・アラヴェア氏が所属する「シリア、

スカウト連合」は、8歳から 18歳までのシリア

人とアラブ系の子どもたちを対象として活動

を行っている。活動の目的は、シリアとトルコ

という異なる 2つの国に共通してみられる歴史

的特徴を通して、自国の歴史と現代のトルコの

社会のなかに自分たちを位置づけることであ

る。 

 シリア人の子どもたちは、シリアの地理的位

置や自然環境について地図の観察や調べ学習

から学び、またトルコの遺跡を訪れることで、

2 つの国の歴史にみられる共通点を探し結び付

けていく。これらの活動を通じ、子どもたちは

自分の国と歴史について関心を高めていった。

現在トルコに住むシリア人の子どもたちは、周

りの新しい社会・歴史に溶け込むために自国の歴史や社会から離れつつあるので、このよ

うなスカウトの活動は重要であるとアナス・アラヴェア氏は指摘した。 

 

 

図 10 アナス・アル・ウェル 



「古都アレッポ：内戦中の記録・保存活動」 

アフマド・マスリ（シリア考古学・文化財保存協会） 

 

シリア考古学・文化財保存協会は、考古遺

跡、歴史的建造物や遺物の保護をサポートす

ることを目的に 2012年の 11月に設立された。

主な活動は、既知の遺跡や歴史的建造物の現

状の記録、遺跡の保存と修復、盗まれた遺物

の回収、という現場での活動に加え、その社

会的・経済的・歴史的・文化的価値を広く一

般に伝えるための広報活動も行っている。 

発表では古都アレッポで行なわれているプ

ロジェクトが紹介された。プロジェクトは大

きく 3 つである。１つ目は、モスクやバザー

ル、学校、住居などの歴史的建造物の現状の

記録であり、統一された記録用紙をもとに、

現在 100 以上の建物が記録された。2 つ目は、

シリアの考古学への関心を高める活動である。

小学生向けに作成された冊子や、子ども向けの

ジグゾーパズルなどが紹介された。3つ目は文化財の保護活動と緊急の修復作業である。こ

れは建物そのものの保存と修復だけでなく、建物内に収められている遺物の記録・保存・

安全な保管場所への移動も含まれていた。 

 

図 11 アフマド・マスリ 



「文化財に対する意識を高めるために」 

バフジャッド・アル・ムスタファ（イスタンブール大学・大学院生） 

 

 バヒト・ムハムド・アルムスタファ氏は、文化

財を１）古代文明による遺産、２）国家的な遺産、

３）１）によって建てられた建物や道路などの都

市的な遺産、４）文化遺産（有形・無形）の 4 つ

に大分し、人々と文化財の繋がりを強めるために

は関心を高めることが必要であり、そしてそれは

文化財の破壊の抑制にもつながると主張した。そ

のためには、博物館の増設、文化財関連の出版物

の配布、地方ごとの歴史的特徴の宣伝、文化財関

連のワークショップの開催という 4 点を挙げた。

また考古学には、経済的・精神的・科学的・信仰

的な重要性があり、考古学は自分たちの歴史や文

化の理解を深めるだけではなく、現代の生活にも

有益な情報をもたらすと指摘した。発表の最後に

は、国際学生連合にて留学生が自国の歴史や伝統、

文化について発表を行うという活動について紹介

を行った。 

 

  

図 12 バフジャッド・アル・ムスタファ 



３．結論 

3日間のワークショップを通し、様々な年齢と立場の参加者の間で活発な意見交換が行わ

れた。2011 年から続く危機によって、シリア国内では多くの考古遺跡や文化財が破壊され

た。違法な発掘も地元の人々によって行われ、多くの考古遺物が国外に密輸されブラック

マーケットに売られてしまった。このような事態を防ぐには、シリアの国民や生徒がシリ

アの文化財の重要性に対して関心を高めることが重要であり、私たち考古学者にはそれを

促す責任がある。 

人々の関心を高めるためには、シリアの歴史と考古学の重要性について、考古学教育を

通してシリア人の生徒に伝える活動が重要である。そのために本ワークショップでは学校

の教員、生徒そして NGO の職員が集まり、近隣諸国に暮らすシリア人に彼らの歴史と考古

学の重要性について教えるための方法と、自分たちが果たすことのできる役割について議

論した。全ての参加者はこのトピックの重要性と、一方でシリアに伝えることの難しさを

理解した。 

学校の教員や NGO の職員にとって、トルコの学校に通い、トルコの歴史について学んで

いる生徒にシリアの歴史を教えるには、参考となる本や雑誌などの資料が現在不足してお

り、考古学に関する本や参考資料の準備が早急に求められる。さらに、トルコの学校と協

力し、トルコの博物館や遺跡で生徒にツアーを実施する NGO に財政的支援を行うことが今

後期待される。 

 

  

図 13 最終日のディスカッションの様子 



 

 

図 14 集合写真 


